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議長の児島宗昭氏

5
月
14
日
（
木
）、
西
市
民

セ
ン
タ
ー
ホ
ー
ル
で
平
成
27

年
度
西
区
老
人
ク
ラ
ブ
連
合

会
総
会
を
開
催
し
、
２
１
７

名
が
参
加
さ
れ
ま
し
た
。

　

生
田
副
会
長
の
開
会
宣

言
に
続
き
、
岡
田
会
長
よ

り
「
老
人
ク
ラ
ブ
活
動
に
参

加
し
て
健
康
寿
命
を
の
ば
そ

う
」
と
あ
い
さ
つ
が
あ
り
ま

し
た
。
ま
た
来
賓
と
し
て
ご

臨
席
い
た
だ
い
た
西
区
長
の

進
藤
氏
、
西
区
保
健
福
祉
セ

ン
タ
ー
所
長
の
岩
永
氏
、
福

祉
・
介
護
保
険
課
長
の
竹
原

氏
、
西
区
社
会
福
祉
協
議
会

事
務
局
長
の
薦
田
氏
を
代
表

し
て
、
西
区
長
の
進
藤
氏
よ

り
ご
祝
辞
を
い
た
だ
き
ま
し

た
。

　

議
事
で
は
、
議
長
に
児
島

宗
昭
氏（
元
岡
）
を
選
出
し
、

平
成
26
年
度
の
事
業
報
告
と

収
支
決
算
、
平
成
27
年
度
の

事
業
計
画（
案
）と
収
支
予
算

（
案
）、そ
し
て
任
期
満
了
に

伴
う
役
員
の
選
任（
案
）が
す

べ
て
承
認
さ
れ
、盛
会
の
う

ち
に
終
了
し
ま
し
た
。

（
庶
務
・
総
務
部
会
長

�

大
賀　

富
雄
）

◆
会
員
拡
大
運
動

◆�

高
齢
者
の
健
康
・
生
き
が
い
・

仲
間
づ
く
り
事
業

◆�

活
力
あ
る
老
人
ク
ラ
ブ
づ
く

り
と
普
及
啓
発
運
動

◆
行
政
、
地
域
団
体
と
の
連
携

平
成
27
年
度�

重
点
事
業

「愛宕浜風景」
西久保　民久（愛宕浜）

平
成
27
年
度�

西
区
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会�

総
会

老
人
ク
ラ
ブ
で

の
ば
そ
う
健
康
寿
命
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会
　
長

岡
田
　
光
生

壱
　
岐

会
　
計

吉
田
　
一
郎

石
　
丸

副
会
長

生
田
　
猷
二

内
　
浜

監
　
事

三
浦
　
久
到

愛
　
宕

大
森
　
節
子

愛
宕
浜

渡
辺
　
　
稔

今
　
宿

庶
　
務

大
賀
　
富
雄

金
　
武

井
上
　
通
子

周
船
寺

部
会
名

部
会
長
名

部
　
員
　
名
　
　
○
は
副
部
会
長

総
務
部
会

大
賀
　
富
雄

　
　（
金
武
）

麻
生
　
昭
雄

 

◯
（
愛
宕
浜
）
寺
町
　
兼
康

　 （
壱
岐
東
）
井
上
　
通
子

　 （
周
船
寺
）

教
養

文
化
部
会

三
浦
　
久
到

　
　（
愛
宕
）

山
田
　
芳
久

 

◯
（
周
船
寺
）
平
山
　
誠
一

　
　（
福
重
）

高
岡
　
悦
代

　
　（
金
武
）

健
康
部
会

瀬
村
　
康
代

　（
下
山
門
）

渡
辺
　
　
稔

 

◯
　  （
今
宿
）
宗
　
　
良
子

　
　 （
今
津
）

体
育
部
会

古
賀
　
興
三

　
　（
姪
浜
）

田
尻
　
慶
久

 

◯  （
壱
岐
南
）

柴
田
　
　
敦

　
　（
元
岡
）
上
野 

タ
ミ
子

　
　（
石
丸
）

濱
川
　
一
美

　（
下
山
門
）

伝
承
社
会

奉
仕
部
会

今
西 
小
枝
子

　
　 （
玄
洋
）
池
　
　
　
稔

 

◯
　  （
今
津
）
関
　
　
敏
巳

　
　 （
能
古
）

広
報
部
会

吉
田
　
一
郎

　
　（
石
丸
）

神
園
　
興
也

 
◯
　  （
西
陵
）
小
西
　
和
雄

　
　 （
玄
界
）

女
性
部
会

大
森
　
節
子

　（
愛
宕
浜
）

瀬
村
　
康
代

 

◯  （
下
山
門
）

井
上
　
通
子

　 （
周
船
寺
）
高
岡
　
悦
代

　
　（
金
武
）

上
野 
タ
ミ
子

　
　（
石
丸
）

宗
　
　
良
子

　
　 （
今
津
）

平
成
27
年
度
　
役
員 

専
門
部
会
　
名
簿

西
区
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会

　
　

会
長　

岡
田　

光
生

健
康
寿
命
を
の
ば
し

 
活
気
あ
る
老
人
ク
ラ
ブ
を
!

　

暑
さ
厳
し
い
毎
日
で
す
が
、

会
員
の
皆
様
に
は
、
お
元
気
で

お
過
ご
し
の
こ
と
と
お
喜
び
申

し
上
げ
ま
す
。

　

去
る
5
月
14
日
、
西
区
老
人

ク
ラ
ブ
連
合
会
第
34
回
総
会
に

は
、
公
務
ご
多
忙
の
中
、
西
区

長
の
進
藤
氏
を
は
じ
め
、
ご
来

賓
の
方
々
の
ご
臨
席
を
賜
り
、

感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
ま
た
、

当
日
は
各
ク
ラ
ブ
会
長
を
は
じ

め
、
役
員
の
皆
様
に
ご
出
席
を

い
た
だ
き
、
多
く
の
議
案
を
慎

重
な
審
議
の
上
ご
承
認
い
た
だ

き
、
心
よ
り
お
礼
申
し
上
げ
ま

す
。
平
成
26
年
度
は
、
皆
様
方

の
ご
協
力
と
ご
支
援
に
よ
り
、

計
画
し
た
諸
行
事
が
つ
つ
が
な

く
実
施
で
き
ま
し
た
こ
と
、
こ

こ
に
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

早
速
、
西
区
高
齢
者
囲
碁
・

将
棋
大
会
な
ど
、
平
成
27
年
度

の
事
業
計
画
を
実
施
し
て
お
り

ま
す
が
今
期
も
老
人
ク
ラ
ブ
21

世
紀
プ
ラ
ン
に
則
り
、
全
老
連

が
唱
え
る
、
健
康
、
友
愛
、
奉

仕
の
三
大
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
添
っ

て
、

①
高
齢
者
の
健
康
づ
く
り

②
生
き
が
い
づ
く
り

③
仲
間
づ
く
り

④
会
員
増
強

な
ど
を
目
指
し
、

﹁
活
気
に
満
ち
た
﹂

﹁
魅
力
あ
る
﹂

﹁
開
か
れ
た
﹂

﹁
入
会
し
て
良
か
っ
た
﹂

と
思
わ
れ
る
老
人
ク
ラ
ブ
を
目

指
し
て
、
頑
張
っ
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

　

皆
様
方
の
ご
協
力
を
お
願
い

申
し
上
げ
ま
す
。

　

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
会

員
の
皆
様
方
の
ご
健
康
と
ご
多

幸
を
祈
念
し
て
、
ご
あ
い
さ
つ

と
い
た
し
ま
す
。



（3）第 62 号 平成 27 年 7 月発行西 区 老 ク 連 だ よ り

　我が国の人口は、世界の諸国に

も例を見ないほどのスピードで高

齢化が進行しており、年金・介

護・医療制度など社会保障制度の

あり方が問われるなど、高齢者を

取り巻く環境は厳しい状況にあり

ます。

　このような状況の中、高齢者自

身にも永年にわたり培った知識と

経験を生かし、健康で心豊かな高

齢化社会の実現に向けてその役割

を果たすことが求められており、

地域社会における老人クラブの果

たすべき役割は非常に大きくなっ

てきております。

　全国的に老人クラブ・会員数が

減少する中で、西区老人クラブ連

合会におきましては、全老連が定

めた運動方針「老人クラブ『100

万人会員増強運動』」を踏まえ、

会員の拡大やクラブの活性化をよ

り進めるとともに、「開かれた魅

力ある老人クラブ」を目指してま

いります。 

平成 27年度
西区老人クラブ連合会

運 営 方 針

■老人クラブ育成功労者表彰
　　　　　　　　　　 （福岡市老人クラブ連合会役員）
　三浦　　久到 監事　　　　　　　　　  　（愛　宕） 

■老人クラブ育成功労者表彰（単位老人クラブ会長）

　吉川　　利男 愛宕浜マリナ会 （愛宕浜）

　近藤　　俊忠 室見が丘長寿会 （金　武）

　高岡　　裕昭 金武ハイタウン「和みの会」 （金　武）

　片山　　伸也 あたご明寿会 （愛　宕）

　笠　　　魁三 西松原二丁目亀齢会 （玄　洋）

　福嶋　　英文 友鶴会 （周船寺）

■優良老人クラブ表彰（単位老人クラブ）

（福重校区）
　福重長寿会 会長　篠嵜　　弘　　（会員数 78 名）

（金武校区）
　金武第二長寿会 会長　牛尾　次代　　（会員数 36 名）

（西陵校区）
　陵友会 会長　木下　光　　　（会員数 39 名）

（壱岐校区）
拾六町老人クラブ
福寿会

会長　高田　正人　　（会員数 48 名）

福岡市老人クラブ連合会に貢献いただいた方々へ
会長より表彰状が贈られました

平成 27年度

福岡市老人クラブ連合会  会長表彰
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平成 27 年度　一般会計収支予算書 平成 27 年度　月別行事予定

月 日 曜 行　事　名 場　　所 担当部会等

4
17 金 監事監査・役員会 西市民センター第１会議室 総務部

22 水 役員会・運営委員会 西市民センター第１会議室 総務部

5

14 木 西区老ク連総会 西市民センターホール 総務部

20 水 教養文化部会 西区役所Ｂ会議室 教養文化部

21 木 市老ク連通常総会 市民会館 市老ク連

29 金 西区囲碁・将棋大会 福寿園 教養文化部

6

1 月 広報部会 西区役所Ｂ会議室 広報部

3 水 総務部会 西区役所 B 会議室 総務部

5 金 校区女性部長会 西区役所Ｂ会議室 女性部

8 月 広報部会 西区役所 B 会議室 広報部

12 金 役員会・運営委員会 西区役所Ｂ会議室 総務部

18 木 広報部会 西区役所Ｂ会議室 広報部

24 水 新任会長・女性部長研修会 西市民センター1、２会議室 総務部

7

1 水 広報部会 西区役所Ｂ会議室 広報部

3 金 教養文化部会 西区役所Ｂ会議室 教養文化部

8

～

10

水

～

金
九州ブロックリーダー研修会 宮崎県 市老ク連

21 火 西区演芸大会（リハーサル）西市民センターホール 教養文化部

22 水 西区演芸大会 西市民センターホール 教養文化部

28 火 市囲碁・将棋大会 ふくふくプラザ 市老ク連

30 木 リーダー地方研修会 西市民センターホール 総務部

8

4 火 体育・健康部会 西区役所Ｂ会議室 体育・健康部

7 金 教養文化部会 西区役所Ｂ会議室 教養文化部

12 水 役員会・運営委員会 西区役所Ｂ会議室 総務部

25 火 高齢消費者被害防止研修会 ふくふくプラザ 市老ク連

27 木 女性部研修会 西市民センターホール 女性部

9

3 木 福岡市保健福祉大会 市民会館 市老ク連

8 火 健康づくりリーダー研修会 ふくふくプラザ 市老ク連

28～
10/4

火

～

日
市高齢者美術展 市美術館 市老ク連

10

1 木 西区グラウンド・ゴルフ大会 小戸公園 体育部

6 火 市ゲートボール大会 山王公園（予定） 予備日 7 日

9 金 体育部会 西区役所Ｂ会議室 体育部

14 水 役員会・運営委員会 西市民センター第１会議室 総務部

16～

20

金

～

火
ねんりんピック山口 山口県 市老ク連

21 水 広報部会 西区役所Ｂ会議室 広報部

22 木 女性部視察研修会 未　定 女性部

27 火 ノルディックウォーキング会 小戸公園一帯 健康部

28
・
29

水

・

木
全国老人クラブ大会 静岡県 市老ク連

11

5 木 市グラウンド・ゴルフ大会 舞鶴公園 予備日 6 日

11 水 西区シルバー芸能自慢大会 西市民センターホール 教養文化部

17 火 広報部会 西区役所 B 会議室 広報部

20 金 伝承部会・女性部会 西区役所 B 会議室 伝承・女性部

27 金 西区ソフトダーツ大会 西体育館 体育部

12
7 月 広報部会 西区役所 B 会議室 広報部

10 木 役員会・運営委員会 西区役所 B 会議室 総務部

1

15 金 広報部会 西区役所Ｂ会議室 広報部

20 水 伝承・健康・女性部会 西区役所Ｂ会議室 伝承・健康・女性部

28 木 役員会・運営委員会 西区役所 B 会議室 総務部

29 金 市リーダー養成研修会 ふくふくプラザ 市老ク連

2

10 水 総務部会 西市民センター第１会議室 総務部

23 火 友愛訪問等説明会・健康教室 西市民センターホール 伝承・健康部

25 木 市高齢者ソフトダーツ大会 九電体育館 市老ク連

3
8 火 老人施設慰問 松濤園 伝承・女性部会

11 金 役員会・運営委員会 西区役所 A 会議室 総務部

■収入の部 （単位：円）
　 科　　　目　　

本年度予算額 前年度予算額 差引増減
項 目

１、会費 １、会費 730,300 723,600 6,700

２、補助金 1,443,000 1,416,000 27,000

１、活動・運営費補助金 473,000 489,000 △ 16,000

２、活動・事業費補助金 696,000 649,000 47,000

３、グラウンド・ゴルフ大会補助金 151,000 155,000 △ 4,000

４、友愛訪問事業補助金 123,000 123,000 0

３、配分金 １、老人クラブ保険等配分金 30,000 30,000 0

４、繰越金 １、繰越金 204,632 251,462 △ 46,830

５、諸収入 132,068 131,938 130

１、預金利子 68 938 △ 870

２、その他の収入 132,000 131,000 1,000

収　入　合　計 2,540,000 2,553,000 △ 13,000

■支出の部 （単位：円）
　　　　　科　　　　　目

本年度予算額 前年度予算額 差引増減
項 目

１、総務費 526,000 547,000 △ 21,000

１、活動運営費・会議費 406,000 405,000 1,000

２、事務費 100,000 122,000 △ 22,000

３、渉外費 20,000 20,000 0

２、事業費 1,504,000 1,484,000 20,000

１、活動運営費・研修費 347,000 347,000 0

２、活動事業費 717,000 697,000 20,000

３、グラウンド・ゴルフ大会費 290,000 290,000 0

４、友愛訪問事業費 150,000 150,000 0

３、負担金 351,000 341,000 10,000

１、市老連会費 218,000 216,000 2,000

２、市大会参加者補助金 113,000 105,000 8,000

３、市大会参加負担金 20,000 20,000 0

４、予備費 １、予備費 159,000 181,000 △ 22,000

支　出　合　計 2,540,000 2,553,000 △ 13,000

生きがいと健康づくり推進事業特別会計収支予算書平成 27 年度

■収入の部 （単位：円）
科　　　　　目 本年度

予算額
前年度
予算額 差引増減

項 目

１、受託料 538,360 535,600 2,760

１、生きがいと健康づくり推進事業受託料 439,000 439,000 0

２、老人いこいの家消耗品補充業務受託料 99,360 96,600 2,760

収　入　合　計 538,360 535,600 2,760

■支出の部 （単位：円）
科　　　目　

本年度予算額 前年度予算額 差引増減
項 目

１、生きがいと
健康づくり
推進事業
受託費

439,000 439,000 0

１、校区いきいき事業費 380,000 380,000 0

２、シルバー芸能自慢大会費 58,000 58,000 0

３、事務費 1,000 1,000 0

２、老人いこいの家消耗品補充業務受託費 99,360 96,600 2,760

支　出　合　計 538,360 535,600 2,760

ボランティア資金拠出金特別会計収支予算書平成 27 年度

■収入の部
（単位：円）

科　　目 本年度予算額 前年度予算額 差引増減

１、繰越金 417,825 482,246 △ 64,421

２、拠出金 810,000 820,000 △ 10,000

３、預金利子 175 754 △ 579

収　入　合　計 1,228,000 1,303,000 △ 75,000

■支出の部
（単位：円）

１、拠出金配分金 526,000 574,000 △ 48,000

２、社会奉仕活動費 400,000 400,000 0

３、予備費 302,000 329,000 △ 27,000

支　出　合　計 1,228,000 1,303,000 △ 75,000



（5）第 62 号 平成 27 年 7 月発行西 区 老 ク 連 だ よ り

脳
を
鍛
え
て

�

認
知
症
予
防
へ

◆
セ
ミ
ナ
ー
の
趣
旨

　

平
成
27
年
度
の
介
護
保
険

制
度
改
正
に
と
も
な
い
、
そ

こ
に
暮
ら
す
人
々
で
、
高
齢

者
を
支
え
て
い
く
取
り
組
み

が
始
ま
り
ま
す
。
高
齢
者
自

身
も
担
い
手
と
し
て
、
老
人

ク
ラ
ブ
の
友
愛
活
動
を
ど
の

よ
う
に
推
進
し
て
い
く
か
を
、

テ
ー
マ
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

◆�

行
政
報
告

　

厚
生
労
働
省
老
健
局
振
興
課

①��

介
護
保
険
制
度
の
改
正
に

つ
い
て

　

平
成
12
年
開
始
3
年
ご

と
の
見
直
し
、
受
給
者

１
４
９
万
人
か
ら
４
７
１
万

人(

３
・
16
倍)

と
な
り
制
度

の
持
続
可
能
性
が
課
題
。

②��

地
域
支
え
合
い
の
取
り
組

み
に
つ
い
て

　

厚
生
労
働
省
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に
地
域
ご
と
の
説
明

が
あ
り
ま
す
。
そ
れ
に
そ
っ

て
協
力
し
て
く
だ
さ
い
。

◆
基
調
報
告

　

全
老
連
事
務
局
長

こ
れ
か
ら
の
「
友
愛
活
動
」

を
考
え
る

　

全
老
連
発
足
時
か
ら
取
り

組
ま
れ
て
き
た
「
友
愛
活
動
」

は
、
昭
和
55
年
か
ら
全
国
運

動
「
健
康
を
す
す
め
る
運
動
」

の
実
践
課
題
の
一
つ
と
し
て

提
唱
さ
れ
、
昭
和
61
年
か
ら

は
「
健
康
・
友
愛
・
奉
仕
」

の
全
国
三
大
運
動
と
し
て
一

層
の
推
進
を
呼
び
か
け
て
い

ま
す
。

◆�

新
地
域
支
援
事
業
に
向
け

て
の
行
動
提
案

　

老
ク
が
行
う
事
業
が
取
り

入
れ
ら
れ
る
よ
う
関
係
者
と

の
協
議
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

そ
の
た
め
に
は
会
員
の
増
強
。

賠
償
責
任
保
険
が
始
ま
っ
た

こ
と
の
呼
び
か
け
。
消
費
者

被
害
防
止
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
の

推
進
。

◆
情
報
交
換

　

4
〜
6
名
の
24
グ
ル
ー
プ

に
分
か
れ
、
友
愛
活
動
の
取

り
組
み
に
つ
い
て
情
報
交
換

を
し
ま
し
た
。

・
講
演

兵
庫
県
宍し
そ
う栗
市
社
協
事
務
局
長

高
齢
者
の
暮
ら
し
を
支
え
る

社
協
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
。

◆
事
例
発
表

・
熊
本
県
合こ
う
し志
市
老
連
ヘ
ル
プ
部
長

シ
ル
バ
ー
ヘ
ル
パ
ー
活
動
の

取
り
組
み
に
つ
い
て
。

・
愛
知
県
阿あ

ぐ

い

久
比
町

さ
わ
や
か
ク
ラ
ブ
連
合
会

お
助
け
マ
ン
活
動
の
取
り
組

み
に
つ
い
て
。

◆
閉
会

　

全
老
連
常
務
理
事
よ
り
2

日
間
の
総
評
が
あ
り
、
セ
ミ

ナ
ー
に
参
加
し
て
大
変
良
い

勉
強
に
な
り
ま
し
た
。

　

遠
く
か
ら
春
の
足
音
が

聞
こ
え
始
め
た
3
月
10
日

（
火
）、
友
愛
訪
問
事
業
の
一

環
と
し
て
松
濤
園
へ
施
設
親

善
訪
問
を
行
い
ま
し
た
。

　

末
武
施
設
長
の
あ
い
さ
つ

の
後
、
よ
さ
こ
い
や
、
日
舞

な
ど
日
頃
か
ら
練
習
を
重
ね

て
き
た
踊
り
や
歌
で
会
場
を

盛
り
上
げ
ま
し
た
。
訪
問
先

の
皆
さ
ん
か
ら
大
き
な
拍
手

や
笑
い
声
を
い
た
だ
き
、
相

互
に
心
あ
た
た
ま
る
交
流
を

図
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

�

（
女
性
部　

井
上　

通
子
）

　

2
月
20
日
（
金
）、
西
市
民
セ
ン
タ
ー

ホ
ー
ル
に
て
、
友
愛
訪
問
説
明
会
・
健

康
教
室
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

健
康
教
室
で
は
、
福
岡
和
仁
会
病
院

の
江
上
博
登
氏
よ
り
「
認
知
症
に
つ
い

て
」
と
題
し
講
演
が
行
わ
れ
、
家
族
間

で
密
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
図
る

こ
と
で
早
期
発
見
へ
と
つ
な
げ
る
重
要

性
に
つ
い
て
お
話
が
あ
り
ま
し
た
。
続

い
て
行
わ
れ
た
健
康
教
室
で
は
、
ジ
ャ

ン
ケ
ン
ゲ
ー
ム
な
ど
脳
を
使
っ
た
体
操

で
大
い
に
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。
最
後

に
友
愛
訪
問
事
業
と
老
人
ク
ラ
ブ
活
動

事
業
補
助
金
に
つ
い
て
の
説
明
が
あ
り

ま
し
た
。（
女
性
部
会
長　

瀬
村　

康
代
）

ジ
ャ
ン
ケ
ン
で
脳
の
体
操

友
愛
訪
問
説
明
会

健
康
教
室

心あたたまる交流老人施設慰問

石
丸
校
区�

女
性
部
長
　
上
野
　
タ
ミ
子

改
め
て
向
き
合
う
友
愛
訪
問
活
動
の
意
義

「
第
20
回
在
宅
福
祉
を
支
え
る
友
愛
活
動
」セ
ミ
ナ
ー
に
参
加
し
て

　

1
月
14
日（
水
）、15
日（
木
）の
２
日
間
、東
京
の
新
霞
ヶ

関
ビ
ル
に
て
、
第
20
回
在
宅
福
祉
を
支
え
る
友
愛
活
動
セ

ミ
ナ
ー
が
開
催
さ
れ
、
全
国
か
ら
52
連
合
会
・
１
２
２
名

が
参
加
し
ま
し
た
。
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60
名
が
真
剣
勝
負

待
っ
た
な
し
！

　

5
月
29
日
（
金
）、
福
寿

園
に
て
、西
区
高
齢
者
囲
碁
・

将
棋
大
会
が
開
催
さ
れ
、
囲

碁
31
名
、
将
棋
29
名
が
参
加

し
ま
し
た
。
司
会
は
教
養
文

化
部
副
部
会
長
が
担
当
し
、

10
時
か
ら
西
区
老
人
ク
ラ
ブ

連
合
会
会
長
や
来
賓
の
あ
い

さ
つ
に
続
い
て
試
合
を
開
始

し
ま
し
た
。

　

囲
碁
は
ス
イ
ス
方
式
、
将

棋
は
予
選
リ
ー
グ
と
決
勝
ト

ー
ナ
メ
ン
ト
方
式
が
採
用
さ

れ
対
戦
。
参
加
者
全
員
が
真

剣
な
様
子
で
試
合
を
行
い
ま

し
た
。
15
時
30
分
頃
、
試
合

が
終
了
し
、
表
彰
式
で
は
上

位
入
賞
者
へ
盛
大
な
拍
手
が

送
ら
れ
ま
し
た
。

　

審
判
長
の
講
評
で
現
在
、

若
い
人
は
ゲ
ー
ム
を
し
、
囲

碁
・
将
棋
を
あ
ま
り
し
な
い

の
で
昔
と
は
違
う
と
い
う
話

が
印
象
的
で
し
た
。

　

囲
碁
の
各
部
門
の
優
勝

者
、
将
棋
の
各
部
門
の
優
勝

者
お
よ
び
準
優
勝
者
は
7
月

28
日(

火)

に
市
民
福
祉
プ

ラ
ザ
で
開
催
さ
れ
る
福
岡
市

大
会
に
西
区
代
表
と
し
て
出

場
さ
れ
ま
す
。

（
教
養
文
化
部
副
部
会
長　

�

�

山
田　

芳
久
）

囲碁の部
優勝者 氏　名

五段以上の部 佐賀 　 勲　
三・四段の部 渡瀬 　公正
初・二段の部 川田 　保幸

級位の部 稲富 　幸男

将棋の部
優勝者 氏　名

段位の部 久安 登四男
級位の部 松永 　一男

準優勝者 氏　名
段位の部 富永 　定伺
級位の部 宇都宮 清美

大会結果

今
大
会
︑
唯
一
の
女
性
参
加
者
の

福
永
節
子
さ
ん
︵
88
︶︒
い
こ
い

の
家
で
も
週
２
回
︑
対
局
を
楽
し

み
腕
を
磨
い
て
お
ら
れ
ま
す
︒

西区高齢者
囲碁・将棋大会

作品募集中！西区市民美術展
◆部　　門： （1）絵画：洋画、日本画（水墨画含む）

（2）書（3）写真（4）工芸
◆対　　象：15歳以上（中学生は除く）
◆期　　間：9月1日（火）～10月2日（金）必着
◆申込方法：
西区役所、西部出張所、西市民センター、公民館
備え付け、もしくは区ホームページからダウン
ロードした申込書を、〒819-8501 西区振興課
まで提出して下さい。（住所は不要です）

※なお、作品の搬入・搬出については申込受付後にお知らせ致します。

西区役所振興課
（TEL�092-895-7032・FAX�092-885-0467）
お問合せ先

福岡市高齢者美術展
◆部　　門： （1）洋画（2）日本画（3）書（4）写真（5）工芸
◆対　　象：市内居住の60歳以上のアマチュア
◆期　　間：8月1日（土）～8月31日（月）当日消印有効
◆申込方法：
官製「往復はがき」に下記の事項を楷書でご記入くだ
さい。
①氏名（ふりがな）②生年月日③住所④電話番号⑤所
属老人クラブ名⑥出品部門名⑦作品の題名（ふりがな）

〒 810-0062　福岡市中央区荒戸 3丁目 3番 39号　
福岡市老人クラブ連合会事務局　TEL092-713-1340

《宛　先》
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福�重
校区

5
ク
ラ
ブ
で
校
区
を

�

盛
り
上
げ
る

連
合
会
会
長
　
平
山
　
誠
一

　

平
成
26
年
10
月
2
日
、
今

宿
小
学
校
1
年
生
と
の
「
遊

び
名
人
学
習
」
に
参
加
し
ま

し
た
。
体
育
館
内
で
は
、
お

手
玉
、あ
や
と
り
、お
は
じ
き
、

け
ん
玉
の
４
種
、
屋
外
で
は
、

竹
馬
、
コ
マ
回
し
、
ビ
ー
玉

の
３
種
を
通
し
て
一
緒
に
遊

び
ま
し
た
。
会
員
の
皆
さ
ん

は
、
孫
や
ひ
孫
の
よ
う
な
1

年
生
と
の
交
流
で
、
童
心
に

か
え
り
、
楽
し
い
ひ
と
と
き

を
過
ご
し
ま
し
た
。

　

福
重
校
区
は
総
人
口
８
，

１
１
４
名
、65
歳
以
上
は
１
，

７
８
０
名
い
ま
す
。そ
の
内
、

福
重
校
区
内
に
あ
る
5
つ
の

老
人
ク
ラ
ブ
へ
の
入
会
者
は

２
５
１
名
で
す
。

★
新
室
見
宝
友
会　

�

35
名

★
3
丁
目
大
樹
会　

�

52
名

★
福
重
第
二
団
地
福
友
会�

44
名

★
福
重
長
寿
会　

�

84
名

★
老
人
ク
ラ
ブ
朋
友
会　

36
名

　

校
区
老
人
ク
ラ
ブ
の
年
間

介
紹
動
活
区
校

行
事
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

①�
週
2
回
、
朝
7
時
か
ら
壱

岐
公
園
の
清
掃
と
グ
ラ
ウ

ン
ド
・
ゴ
ル
フ
の
練
習

②
毎
朝
7
時
に
ラ
ジ
オ
体
操

③�

月
1
回
、
西
区
近
郊
で
の

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

④
7
月
に
交
通
安
全
教
室

⑤�

年
3
回
、
校
区
グ
ラ
ウ
ン

ド
・
ゴ
ル
フ
大
会

⑥�

年
３
回
、
親
善
旅
行
（
ぶ

ど
う
狩
り
・
１
泊
旅
行
・

《
遊
び
名
人
学
習
》

小
学
1
年
生
と
昔
遊
び

《
料
理
教
室
》

健
康
の
維
持
と
増
進

　

平
成
26
年
11
月
16
日
、
今

宿
公
民
館
に
お
い
て
、
西

区
食
生
活
改
善
推
進
会
の

指
導
に
よ
り
、
料
理
教
室

を
実
施
し
ま
し
た
。
最
初

に
管
理
栄
養
士
の
「
低
栄

養
予
防
の
料
理
に
つ
い
て
」

講
義
を
受
け
、
当
日
の
料

理
の
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

　

当
日
の
レ
シ
ピ
は
、
黒

胡
麻
入
り
ご
飯
、
鶏
肉
の

ス
パ
イ
シ
ー
マ
リ
ネ
、
人

参
の
奈
良
漬
和
え
、
か
ぼ

ち
ゃ
の
ス
ー
プ
、
抹
茶
ミ

ル
ク
か
ん
て
ん
の
5
品
目

で
し
た
。

　

会
員
の
皆
さ
ん
は
3
グ

ル
ー
プ
に
分
か
れ
て
、
食

進
会
の
方
の
指
導
を
受
け

な
が
ら
、
約
2
時
間
で
料

理
を
完
成
さ
せ
、
配
膳
、

盛
り
付
け
、
試
食
と
な
り

ま
し
た
。
会
員
の
皆
さ
ん

は
、
初
め
て
の
料
理
に
感

想
を
述
べ
な
が
ら
の
楽
し

い
食
事
と
な
り
ま
し
た
。

　

試
食
後
、
管
理
栄
養
士

に
よ
る
食
事
の
バ
ラ
ン
ス

ガ
イ
ド
に
つ
い
て
の
講
義

が
あ
り
、
食
生
活
の
大
切

さ
を
学
び
ま
し
た
。
食
事

は
私
た
ち
の
生
き
る
源
で

あ
り
、
楽
し
み
で
も
あ
り

ま
す
。
こ
の
料
理
教
室
が
、

会
員
の
皆
さ
ん
の
今
後
の

食
生
活
の
お
役
に
立
て
ば

幸
い
で
す
。

《
演
芸
交
歓
会
》

会
員
の
親
睦
深
ま
る

　

平
成
27
年
3
月
11
日
、
糸

島
の
初
潮
旅
館
に
お
い
て
、

演
芸
交
歓
会
を
実
施
し
ま
し

た
。
当
日
の
参
加
者
は
62
名

で
、
旅
館
到
着
後
、
唐
津
湾

の
絶
景
を
眺
め
な
が
ら
、
新

鮮
な
海
の
幸
で
昼
食
を
と
り
、

演
芸
開
始
と
な
り
ま
し
た
。

　

最
初
に
、
昨
年
、
西
区
の

演
芸
大
会
で
功
労
賞
を
受
賞

さ
れ
た
、
東
2
丁
目
亀
齢
会

の
有
志
に
よ
る
、
関
東
一
本

じ
め
で
始
ま
り
、
会
員
の
皆

さ
ん
は
日
頃
練
習
し
て
い
る

舞
踊
、
カ
ラ
オ
ケ
等
多
彩
な

特
技
を
披
露
さ
れ
、
会
場
は

歓
声
に
つ
つ
ま
れ
ま
し
た
。

こ
の
演
芸
交
歓
会
が
会
員
の

親
睦
を
深
め
、
今
後
の
活
力

と
な
れ
ば
幸
い
で
す
。

　

以
上
、
今
宿
校
区
連
の
活

動
に
つ
い
て
述
べ
ま
し
た
。

現
在
、
今
宿
校
区
連
は
4
ク

ラ
ブ
２
３
５
名
で
活
動
し
て

お
り
、
今
後
も
会
員
の
皆
さ

ん
の
意
見
を
聞
き
、
よ
り
良

い
運
営
に
努
め
た
い
と
思
い

ま
す
。

三
社
参
り
）

⑦�

年
２
回
、
校
区
清
掃
に
参

加
し
、
河
川
敷
等
を
清
掃

⑧�

年
３
回
、
伝
承
活
動
と
し

て
小
学
校
で
昔
遊
び
交
流

会
を
実
施

⑨
１
月
、
ど
ん
ど
焼
き
に
参
加

　

こ
れ
ら
の
事
業
は
参
加
者

も
年
々
増
え
て
い
ま
す
。
今

後
も
積
極
的
な
活
動
で
、
活

力
あ
る
校
区
を
目
指
し
て
い

き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

今�宿
校区

枠
を
越
え
た
多
彩
な
交
流

連
合
会
会
長
　
渡
辺
　
稔
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金
武
校
区
は
市
の
南
西

部
に
位
置
し
、
南
北
3
㌖
、

東
西
2
㌖
、
背
後
に
飯
盛

山
、
西
山
を
擁
し
豊
か
な
自

然
に
恵
ま
れ
た
地
域
で
す
。

本
来
は
純
粋
な
農
村
で
す

が
、
今
は
都
市
化
の
波
が
こ

こ
に
も
見
ら
れ
全
世
帯
約

２
０
０
０
の
内
、
半
数
が
新

興
住
宅
で
す
。

　

65
歳
の
高
齢
者
は
約

１
０
０
０
名
を
超
え
、
そ
の

内
、
約
３
８
０
名
が
老
人
ク

ラ
ブ
会
員
で
す
。
今
後
会
員

の
増
加
が
大
い
に
期
待
さ

れ
て
い
ま
す
。

　

さ
て
、
会
の
活
動
で
す

が
、
第
一
に
健
康
に
関
し

て
は
他
地
区
同
様
、
ス
ポ
ー

ツ
、
特
に
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ

ル
フ
が
盛
ん
で
す
。
そ
の

他
定
期
的
に
健
康
診
断
を

実
施
し
て
い
ま
す
。
第
二

の
友
愛
に
つ
い
て
は
伝
統

的
な
相
互
扶
助
が
根
づ
い

て
い
ま
す
。
高
齢
者
に
対

す
る
思
い
や
り
や
声
か
け

は
昔
か
ら
自
然
に
行
わ
れ

て
い
ま
す
。
第
三
の
奉
仕

活
動
に
つ
い
て
は
、
地
域

の
イ
ベ
ン
ト
や
清
掃
活
動

の
中
心
と
な
り
積
極
的
に

行
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
特
殊
な
も
の
と
し
て

小
学
生
に
「
ホ
ー
ケ
ン
ギ
ョ

ウ
」
の
際
に
竹
箸
づ
く
り
の

指
導
、
新
一
年
生
へ
リ
ボ
ン

の
贈
呈
な
ど
を
実
施
し
て
い

ま
す
。
第
四
に
新
興
住
宅
の

方
と
の
交
流
は
盛
ん
で
す
。

地
域
の
歴
史
研
究
や
各
種
の

行
事
参
加
な
ど
、
金
武
校
区

全
体
の
活
性
化
に
大
き
な
役

割
を
果
た
し
て
い
ま
す
。
特

に
旧
農
村
的
意
識
と
自
由
な

都
市
的
意
識
を
融
合
し
て
新

た
な
ま
ち
を
立
ち
上
げ
る
た

め
に
は
、
老
人
ク
ラ
ブ
会
員

の
連
帯
感
が
必
要
だ
と
い
う

考
え
が
不
可
欠
で
あ
り
、
そ

れ
が
今
後
の
老
人
ク
ラ
ブ
の

命
題
と
思
い
ま
す
。

楽しい笑顔あふれる「和み会」
女性部長　大城　節子

下山門校区�和み会

　

下
山
門
校
区
「
鶴
亀
会
」

の
解
散
を
期
に
、
3
丁
目
町

内
の
親
睦
を
大
事
に
し
た

い
と
い
う
声
が
高
ま
り
、
平

成
23
年
に
3
丁
目
の
老
人

ク
ラ
ブ
を
「
和
み
会
」
と
命

名
し
て
新
し
く
活
動
を
始

め
ま
し
た
。

当
時
は
男
性
15
名
、
女

性
23
名
の
会
員
で
先
行
き
不

透
明
な
船
出
で
し
た
が
、
皆

で
提
案
し
、
考
え
、
実
行
し

て
い
く
こ
と
を
方
針
と
し
て

前
に
進
ん
で
き
ま
し
た
。

月
1
回
の
定
例
会
の
集

ま
り
を
楽
し
み
に
各
々
元
気

な
姿
を
確
認
し
あ
え
る
こ
と

が
何
よ
り
う
れ
し
く
安
心
感

に
つ
な
が
り
ま
す
。
下
山
門

校
区
に
は
所
属
公
園
が
2
カ

所
あ
る
の
で
、
月
1
回
、
定

例
会
の
開
始
前
に
全
員
で
、

草
取
り
、
清
掃
な
ど
を
行
っ

て
い
ま
す
。
ま
た
、
下
山
門

校
区
内
で
行
わ
れ
る
、
グ
ラ

ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
大
会
や
体

育
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
、
夏
祭

り
、
消
防
・
防
火
訓
練
、
各

種
講
演
会
な
ど
に
も
積
極
的

に
参
加
し
て
各
人
の
意
識
の

向
上
に
つ
な
げ
た
い
と
頑

張
っ
て
い
ま
す
。
他
に
も
外

に
楽
し
み
を
求
め
、
よ
り
親

睦
を
深
め
る
た
め
に
、
年
2�

回
ほ
ど
バ
ス
ハ
イ
ク
な
ど
も

実
施
し
て
い
ま
す
。

　

全
員
参
加
で
和
気
あ
い
あ

い
で
す
。皆
さ
ん
の
希
望
で
、

時
に
は
1
泊
旅
行
も
実
施
。

楽
し
い
時
間
を
共
有
し
て
い

ま
す
。

2
年
ほ
ど
前
か
ら
、
子

ど
も
た
ち
の
安
全
を
守
る
た

め
に
、
会
員
の
有
志
が
朝
か

ら
小
学
校
の
通
学
路
で
交
通

安
全
整
理
の
応
援
活
動
も

行
っ
て
い
ま
す
。

今
後
の
課
題
と
し
て
は
、

会
員
を
増
や
す
こ
と
で
す

が
、
こ
れ
が
な
か
な
か
難
し

い
問
題
で
す
。

町
内
の
方
々
と
の
交
流

を
ま
す
ま
す
深
め
、
会
員
各

自
の
健
康
と
生
き
が
い
と
な

る
存
在
に
な
れ
る
「
和
み
の

会
」
で
あ
り
た
い
と
願
っ
て

い
ま
す
。

介
紹
動
活
区
校

金�武
校区

温
故
知
新
で
地
域
活
性
へ

連
合
会
会
長
　
大
賀
　
富
雄
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今
日
を
輝
い
て
生
き
る
!!

会
長
　
松
本
　
三
越

玄
洋
校
区�

横
浜
亀
齢
会

　

玄
洋
校
区
老
人
ク
ラ
ブ
連
合

会
に
属
す
る
横
浜
亀
齢
会
は
男

性
19
名
、
女
性
44
名
で
構
成
さ

れ
て
お
り
、
年
齢
も
90
歳
以
上

の
方
が
16
名
と
玄
洋
校
区
の
中

で
超
高
齢
者
の
方
が
多
い
こ
と

が
特
徴
で
す
。

　

そ
ん
な
横
浜
亀
齢
会
の
活
動

は
「
花
草
会
」
と
題
し
た
例
会

で
の
四
字
熟
語
や
こ
と
わ
ざ
ひ

め
く
り
カ
レ
ン
ダ
ー
を
使
っ
た

頭
の
体
操
、
ビ
ン
ゴ
ゲ
ー
ム
、

カ
ラ
オ
ケ
の
他
に
週
2
回
の
グ

ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
や
卓
球
、

地
域
の
清
掃
や
花
壇
づ
く
り
、

公
民
館
へ
の
植
木
鉢
に
植
え
た

花
の
贈
呈
な
ど
の
社
会
奉
仕
活

動
、
三
世
代
交
流
や
校
区
の
文

化
祭
、
体
育
祭
へ
の
参
加
な
ど

を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
活
動
で
私
た
ち

の
ク
ラ
ブ
が
心
が
け
て
い
る
こ

と
は
、
高
齢
者
仲
間
一
人
ひ
と

り
が
で
き
る
こ
と
へ
前
向
き
に

取
り
組
み
、
頭
や
体
を
動
か
す

こ
と
で
生
き
が
い
が
生
ま
れ
、

輝
き
あ
る
生
活
を
送
る
こ
と
で

す
。
会
員
で
あ
る
90
歳
を
超
え

た
大
先
輩
は
今
な
お
元
気

い
っ
ぱ
い
輝
き
、
頑
張
っ
て

い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
会
員
の
皆

さ
ん
と
互
い
に
励
ま
し
合

い
、
希
望
を
持
っ
て
、
生
涯

盛
春
の
心
で
ク
ラ
ブ
の
活

性
化
に
取
り
組
ん
で
参
り

ま
す
。
よ
ろ
し
く
お
願
い
し

ま
す
。

和
を
モ
ッ
ト
ー
に
楽
し
く
元
気
に

会
長
　
浜
地
　
達
男

元
岡
校
区�

今
出
楽
笑
会

私
た
ち
の
地
区
は
西
に

九
州
大
学
の
丘
陵
地
帯
、
東

に
今
山
を
臨
ん
だ
瑞
梅
寺
川

河
口
に
開
け
た
田
園
地
帯
に

あ
り
ま
す
。

現
在
、
西
部
水
処
理
セ

ン
タ
ー
、
西
南
学
院
大
学
グ

リ
ー
ン
フ
ィ
ー
ル
ド
が
で
き

て
い
ま
す
。今
出
楽
笑
会
は
、

以
前
今
出
老
人
ク
ラ
ブ
と
し

て
田
尻
東
楽
笑
会
に
属
し
て

い
ま
し
た
が
、
平
成
24
年
4

月
に
今
出
、
石
崎
そ
れ
ぞ
れ

の
楽
笑
会
と
し
て
発
足
し
ま

し
た
。
今
年
度
8
名
の
新
規

入
会
員
を
迎
え
46
名
（
男
性

22
名
・
女
性
24
名
）
に
な
り

ま
し
た
。
主
な
活
動
を
ご
紹

介
し
ま
す
。

　

健
康
増
進
を
目
的
に
毎
週

２
回
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ

を
し
て
い
ま
す
。
多
数
の
参

加
が
あ
り
、
休
憩
時
間
は
世

間
話
に
花
が
咲
き
、
和
気
あ

い
あ
い
と
楽
し
ん
で
い
ま

す
。
ま
た
今
年
度
よ
り
ソ
フ

ト
ダ
ー
ツ
も
始
め
ま
し
た
。

　

社
会
奉
仕
と
し
て
は
、
毎

月
、
観
音
様
な
ど
の
清
掃
活

動
を
行
っ
て
い
ま
す
。
ま
た

毎
月
、
元
岡
公
民
館
主
催
の

高
齢
者
教
室
に
も
参
加
し
て

い
ま
す
。

《
年
間
行
事
》

・
4
月　

総
会
懇
親
会

・
7
月　

さ
な
ぼ
り
旅
行

・
9
月　

町
内
会
敬
老
会

・
10
月　

�

グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ

ル
フ
大
会

・
10
月　

文
化
祭
作
品
出
品

・
12
月　

忘
年
会

・
1
月　

新
年
会

・
1
月　

�

ど
ん
ど
焼
き

�
（
子
ど
も
会
と
合
同
）

体力測定
愛宕校区　連合会会長　三浦　久到

　

12
月
11
日
（
木
）
と
2
月
13

日
（
金
）
の
2
日
間
に
分
け
て
、

福
岡
和
仁
会
病
院
で
体
力
測

定
が
実
施
さ
れ
、
計
5
ク
ラ
ブ

33
名
が
参
加
し
ま
し
た
。
体

力
測
定
は
握
力
、上
体
起
こ
し
、

長
座
体
前
屈
、開
眼
片
足
立
ち
、

10
㍍
障
害
物
歩
行
、
6
分
間

歩
行
テ
ス
ト
の
6
種
目
を
行

い
、各
種
目
の
結
果
を
ふ
ま
え
、

総
合
評
価
が
5
段
階
で
出
さ

れ
ま
す
。

　

実
際
に
参
加
し
て
み
る
と

改
め
て
筋
力
の
低
下
を
実
感

す
る
方
も
多
く
、
2
回
続
け

て
参
加
し
、
結
果
が
改
善
し

て
い
る
こ
と
を
喜
ぶ
姿
も
見

ら
れ
ま
し
た
。
ど
の
種
目
も

個
人
で
行
う
も
の
で
す
が
、

つ
い
周
り
の
結
果
が
気
に
な

る
よ
う
で
、
ラ
イ
バ
ル
視
す

る
光
景
も
。
み
ん
な
で
楽
し

み
つ
つ
、
こ
れ
か
ら
も
目
標

を
定
め
て
運
動
を
続
け
る
こ

と
の
大
切
さ
を
身
を
も
っ
て

感
じ
て
い
る
よ
う
で
し
た
。

キ
ラ
キ
ラ
輝
く
亀
齢
会
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地域活動を取り持ち
　支え合う三世代交流を

西陵校区　連合会会長　神園　興也

従
来
か
ら
、
小
学
生
と
の

昔
の
遊
び
、
夏
休
み
の
子
ど
も

会
と
の
ラ
ジ
オ
体
操
や
公
園
掃

除
等
の
三
世
代
交
流
は
地
域
を

支
え
る
老
人
ク
ラ
ブ
で
は
参
加

者
の
多
い
、
に
ぎ
や
か
な
活
動

の
一
つ
で
す
。

　

し
か
し
交
流
事
業
は
言
葉
だ

け
が
先
行
し
、
地
域
団
体
の
結

束
が
な
か
な
か
難
し
い
と
思
わ

れ
て
い
ま
す
。

世
代
を
越
え
と
も
に

喜
び
楽
し
む
関
係
へ

互
い
に
支
え
合
う

地
域
の
先
導
者
と
し
て

　

昨
年
、
我
々
は
自
治
会
、
地

域
子
ど
も
会
と
も
議
論
を
重
ね

て
地
域
住
民
の
方
と
の
交
流
事

業
と
し
て
老
・
壮
・
児
の
三
世

代
交
流
の
地
引
網
を
実
施
し
ま

し
た
。

　

当
日
は
、
早
朝
ま
で
の
強
い

雨
で
実
施
も
心
配
し
ま
し
た

が
、
幸
い
に
雨
も
あ
が
り
、
志

摩
海
岸
の
海
上
沖
で
は
漁
船
2

隻
が
左
右
に
分
か
れ
て
網
を
投

入
し
そ
の
後
、
浜
で
待
っ
て
い

た
我
々
60
名
ぐ
ら
い
が
左
右
に

分
か
れ
て
「
ヨ
イ
シ
ョ
、
ヨ
イ

シ
ョ
」
の
か
け
声
で
20
分
ぐ
ら

い
網
を
引
き
ま
し
た
。
引
き
上

げ
た
網
か
ら
は
飛
び
は
ね
る
大

小
の
コ
ノ
シ
ロ
、
ア
ジ
、
サ
バ

な
ど
を
発
見
し
、
子
ど
も
も
、

大
人
も
大
喜
び
で
し
た
。
地
引

網
の
体
験
と
、
特
に
生
き
た
魚

が
は
ね
る
様
子
を
見
た
子
ど
も

た
ち
の
嬉
々
と
し
た
姿
に
は
企

画
し
た
役
員
も
満
足
し
ま
し

た
。

　

地
域
の
高
齢
化
が
進
み
、
辞

め
る
人
が
い
て
も
、
入
る
人
の

少
な
い
老
人
ク
ラ
ブ
に
は
旧
来

の
常
識
を
破
る
、
地
域
の
団
体

に
も
町
内
会
の
枠
に
も
縛
ら
れ

な
い
団
体
と
し
て
、
ま
た
年
齢

も
意
識
せ
ず
誰
で
も
参
加
で
き

る
広
域
に
連
携
し
た
地
域
主
体

の
活
動
を
望
ん
で
い
る
よ
う
に

感
じ
ま
し
た
。

　

我
々
の
世
代
は
、
仕
事
が
忙

し
く
家
族
の
生
活
を
守
る
の
が

精
い
っ
ぱ
い
で
、
地
域
活
動
に

参
加
し
た
く
て
も
な
か
な
か
参

加
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。
地
域

で
は
住
民
一
人
ひ
と
り
が
強
く

結
び
つ
き
、
か
つ
て
は
ど
こ
で

も
や
っ
て
い
た
物
の
貸
し
借

り
、
地
域
の
子
ど
も
や
高
齢
者

を
見
守
る「
向
こ
う
三
軒
両
隣
」

の
意
識
は
こ
れ
か
ら
の
地
域
を

支
え
る
老
人
ク
ラ
ブ
の
あ
り
方

を
示
唆
し
て
い
る
よ
う
で
す
。

　

地
域
に
基
盤
を
持
ち
、
経
験

と
知
識
を
持
つ
老
人
ク
ラ
ブ
が

イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ブ
を
取
り
、
地

域
団
体
の
横
割
り
の
活
動
を
取

り
持
ち
、
そ
し
て
目
的
を
同
じ

と
す
る
こ
と
が
老
人
ク
ラ
ブ
の

会
員
増
強
運
動
の
大
き
な
力
と

な
り
、
ま
た
地
域
の
再
生
に
も

つ
な
が
る
と
考
え
ま
す
。

　

三
世
代
交
流
だ
け
が
老
人
ク

ラ
ブ
再
生
の
切
り
札
と
は
思
い

ま
せ
ん
が
、昨
今
、詐
欺
グ
ル
ー

プ
の
標
的
と
さ
れ
て
い
る
高
齢

者
に
、
地
域
で
暮
ら
す
住
民
が

お
互
い
に
支
え
合
い
、
助
け
合

う
地
域
福
祉
の
担
い
手
を
老
人

ク
ラ
ブ
に
求
め
て
い
る
よ
う
に

感
じ
ま
し
た
。

　

役
所
や
警
察
に
行
っ
て
助
け

て
も
ら
う
の
で
は
な
く�

、
地
域

で
頼
り
に
な
る
、
助
け
ら
れ
る

老
人
ク
ラ
ブ
づ
く
り
を
目
指
し

た
い
も
の
で
す
。

短
　
歌

古
希
の
秋
あ
れ
や
こ
れ
や
の
走
馬
燈
今
あ
る
ま
ま
に
受
け
い
れ
て

下
山
門
校
区
　
共
生
会
　
松
本
　
香
代

新
学
期
子
ら
の
元
気
な
声
は
ず
み
見
守
り
隊
も
旗
振
り
高
く

壱
岐
南
校
区
　
野
方
台
団
地
叶
会
　
田
尻
　
慶
久

亡
く
な
り
し
父
の
年と

し齢
ま
で
近
ず
き
て
ま
だ
生
き
た
い
よ
母
の
年と

し齢
ま
で

今
津
校
区
　
第
三
松
寿
会
　
相
田
　
絹
代

俳
　
句

初
夏
の
風
親
子
の
絆
映は

ゆ
る
か
な

　
　
　
　
　
　
　
下
山
門
校
区
　
共
生
会
　
松
本
　
カ
オ
リ

多
数
の
作
品
の
中
か
ら
︑
広
報
部
会
が
厳
選
し
た

作
品
を
掲
載
い
た
し
ま
す
︒
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新

ブ

設

紹

ク

介

ラ

福重第二団地福友会

校　区 福　重 会　長 植木　伊津子
設　立 �平成 27年 4月 18日
会員数 �44 名（男 8名、女 36名）

　部屋に閉じ込もりがちな一人住まいの方々
に少しでも外に出てもらいたくて、荒れてい
た土地にお花を植えて花いっぱい運動をして
います。今は団地の周りを散歩しながら花を
見て歩く方が増え、会話をする方も多くなっ
ています。健康で明るい老人クラブが続くこ
とを願ってます。

女原凛動会
（凛として活動する老人クラブ）

校　区 周船寺 会　長 三島　新利
設　立 平成 27年 4月 1日
会員数 45名（男 15名、女 30名）

　前老人クラブ東会は高齢化が進み、このた

び花クラブ、おたすけ隊の65～ 70歳代のメ

ンバー20数名が加入し、新しく女原凛動会

(凛として活動する老人クラブ )を設立しまし

た。総会で名称、会則、役員、事業計画、収

支予算等の可決承認していただき活動を始め

ました。会員は町内行事を始め、花クラブ、

おたすけ隊、女原塾等の諸団体の行事にも積

極的に参加し、自ら磨き高め、人間形成の場

とし地域社会に貢献していきたいと思います。

老人クラブ朋友会

校　区 福　重 会　長 綱﨑　馨
設　立 平成 26年 9月 9日
会員数 36名（男 15名、女 21名）

　豊かな老後を目指し、会員相互の親睦と健

康を図ることを目的に設立しました。また、

高齢者が多い校区のため、高齢者の一人暮ら

しや、障がい者宅などを友愛訪問活動で積極

的に訪問することにより、新会員の加入につ

ながる見込みがあると思います。

　西区老人クラブ連合会に新しい
仲間が増えました。これからも「健
康・友愛・奉仕」を柱に、明るい
長寿社会を目指していきましょう。

この度、西区老ク連の事務

所の場所が移転しました。

場所は区役所１階のエレ

ベーター横です。ぜひ、お

気軽にお立ち寄りください。

■西区老ク連事務所

☎ 092-895-7107
活動推進員

宗　義治

こちらが
事務所です

お知らせ

西区老ク連の
事務所が
移転しました
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■「西区老ク連だより」は、地域のスポンサー各位のご協力により発行されております

西 区 老 ク 連 だ よ り

ご
協
賛
い
た
だ
き
ま
し
た

 

皆
様
方
へ

福
岡
市

西
区
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会

　

こ
の
度
は
、
西
区
老
ク

連
だ
よ
り
へ
広
告
の
掲
載

を
い
た
だ
き
、
誠
に
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

本
紙
は
会
員
が
豊
か
で

幸
せ
な
生
活
を
送
れ
る
よ

う
願
っ
て
発
行
し
て
お
り

ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
末
永
き
、

ご
厚
誼
ご
支
援
を
賜
り
ま

す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ

ま
す
。 編

集
後
記

　

厳
し
い
暑
さ
が
続
い
て
お

り
ま
す
が
、
会
員
の
皆
様
は

い
か
が
お
過
ご
し
で
し
ょ
う

か
。

　

今
回
の
「
西
区
老
ク
連
だ

よ
り
第
62
号
」
で
は
、
裏
面

に
て
急
増
し
て
い
る
ニ
セ
電

話
詐
欺
に
つ
い
て
特
集
い
た

し
ま
し
た
。

　

ま
た
今
回
も
文
芸
や
随
筆

な
ど
多
数
の
ご
投
稿
を
い
た

だ
き
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。
作
品
に
つ
き
ま

し
て
は
毎
回
、
広
報
部
で
厳

選
し
、掲
載
し
て
お
り
ま
す
。

今
後
と
も
「
西
区
老
ク
連
だ

よ
り
」
を
会
員
の
皆
さ
ん
の

表
現
の
場
と
し
て
お
使
い
い

た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

次
回
も
た
く
さ
ん
の
ご
投
稿

を
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し

ま
す
。�

�

（
広
報
部
）

西
区
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会

「
ニ
セ
電
話
詐
欺
振
り
込
ま
せ
ん
隊
」結
成

今年の被害金額（5月末現在）
西警察署管内のニセ電話詐欺状況について

以下の手口が発生しています！

（前年同期比：＋３件／＋約3,500万円）

6件 4,500万円約

　

福
岡
県
内
の
ニ
セ
電
話
詐
欺
は
、

倍
増
ペ
ー
ス
で
増
え
て
お
り
、
今
年

の
被
害
額
が
５
月
26
日
（
火
）
に

10
億
円
を
超
え
ま
し
た
。
認
知
件
数

も
１
９
２
件
で
昨
年
の
同
時
期
に
比

べ
１
０
０
件
以
上
増
え
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
中
、５
月
28
日
（
木
）

に
福
岡
県
西
警
察
署
の
森
脇
真
一
署

長
か
ら
「
ニ
セ
電
話
詐
欺
振
り
込
ま

せ
ん
隊
」を
当
連
合
会
に
委
嘱
さ
れ
、

岡
田
会
長
が
「
西
区
か
ら
被
害
を
出

さ
な
い
よ
う
、
全
力
で
邁
進
す
る
」

と
決
意
表
明
を
行
い
ま
し
た
。

委嘱状を受ける岡田会長

福岡県西警察署が委嘱

架空請求詐欺

還付金詐欺

西警察署ではこの度、西警察署ニセ
電話詐欺対策チーム「ウエスト・フロー
ド・ハンター’15 」を新たに発足し
ました。「ニセ電話詐欺振り込ません
隊」 の犯罪抑止活動とあわせて「ウエ
スト・フロード・ハンター’15 」の検
挙活動の両 輪で西警察署はニセ電話
詐欺の被害防止に努めていきます。

ウエスト・フロード・ハンター’15 

「電話」で「お金」はすぐ相談!

固定電話は常に留守番電話に！
西警察署 092-805-6110

ニ
セ
電
話
詐
欺
を
防
ご
う
!!

被害防止に発足！

「名簿に掲載されているので、削除する
のにお金がかかる」などと言ってお金
をだまし取る手口

市役所の職員などを名乗り「ATMに行っ
て手続きをすれば、保険料等が払い戻さ
れる」と携帯電話をATMで使用させて
指示を出し、お金を振り込ませる手口


